
内　容

亜リン酸はリン酸よりも根や葉から吸収されやす

く、植物体内で一部はリン酸塩に転化される。亜リ

ン酸はリン酸本来の着果・結実促進，果実品質向上

等の肥料効果を有し、肥料登録がある。また、根量

を増加し、ストレスに強い丈夫な大豆にして、土壌

病害などの連作障害を抑制する作用も認められてい

る。当初、液肥しかなかった肥料を省力的に施用し

やすい粒状に改良して試験を行った。

亜リン酸粒状肥料を定植１週間後（７月１日）に

４kg/10aを株元に施用すると（写真）、亜リン酸液

肥を７月１日と15日の２回、500倍液を150L/10a施

用した場合と同様に無処理に比べて収量が12％増

加した。亜リン酸の施用により粒径は小粒になるこ

とはなく、２Ｌ、３Ｌ重量も増加した（図１）。

また、連作障害の抑制作用については、亜リン酸

粒状肥料を７月６日、16日の２回、２kg/10aを株元

に施用すると、液肥を同じ時期に施用した場合と同

様に障害による欠株が減少し、健全株が、無処理よ

りも６%程度増加した（図２）。

普及上の注意事項

亜リン酸肥料は中耕培土時の通常の追肥と同時に

施用できる。粒状は緩効性で60日間肥効があり、

７月上旬に４kg/10a施用する。液肥は即効性であり、

７月上旬と中旬の２回、500倍液を150L/10a施用す

る。亜リン酸肥料の経費は粒状、液肥とも2,400円

/10aである。亜リン酸はあくまでも肥料なので肥料

効果（リン酸の供給、増収）を目的に施用する。亜

リン酸を施用しても、施肥は慣行どおり行う。
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図１　亜リン酸の施用が整粒重に及ぼす影響 図２　亜リン酸の施用が健全株率に及ぼす影響

写真　亜リン酸粒状肥料の施用状況
（株元の白い粒が肥料）


